
中国初「リビングウィル」法制化

「
最
期
は
自
分
で
決
め
る
」

第

回

中国上海市出身。大阪市立大学経済学部卒業後、
アジア太平洋トレードセンター（ＡＴＣ）入社。
大阪市、朝日新聞、ＡＴＣの３社で設立した福祉
関係の常設展示場「高齢者総合生活提案館ＡＴＣ
エイジレスセンター」に所属し、広く「福祉」に
関わる。年からフリー。上海市民政局や上海
市障がい者連合会をはじめ、政府機関や民間企業
関係者などの幅広い人脈を活かしながら、市場調
査・現地視察・人材研修・事業マッチング・取材
対応など、両国を結ぶ介護福祉コーディネーター
として活動中。年「日中認知症ケア交流プロ
ジェクト」がトヨタ財団国際助成事業に採択。Ｎ
ＨＫの中国高齢社会特集番組にも制作協力として
携わった。

　
「
自
分
の
最
期
は
自
分
で

決
め
た
い
」

。
そ
ん
な

多
く
の
中
国
人
の
願
望
が
叶

う
の
も
そ
う
遠
く
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
中
国
・
深
セ
ン

市
で
は
「
生
前
預
嘱
」

（
「
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
」

＜
終
末
期
医
療
に
お
け
る
事

前
指
示
書
＞
）
の
法
制
化
が

決
ま
り
、
大
き
な
話
題
と
な

っ
た
。
第
７
回
人
民
代
表
大

会
（
日
本
の
市
議
会
）
で
決

議
さ
れ
、
来
年
の
１
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　
な
ぜ
今
回
の
「
リ
ビ
ン
グ

ウ
ィ
ル
」
の
法
制
化
が
、
こ

れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
た
の
か
。

そ
の
背
景
に
は
、
長
い
間
議

論
さ
れ
て
き
た
事
案
で
あ

り
、
国
内
で
初
め
て
の
法
制

化
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
中

国
古
来
の
「
死
生
観
」
や
終

末
期
医
療
の
質
の
低
さ
が
あ

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
死
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
、
伝

統
文
化
の
中
で
は
、
語
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
い
。
そ
の
影

響
で
、
中
国
人
の
「
人
生
の

最
期
の
質
」
は
他
国
と
比
較

し
て
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
英
国
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
Ｅ
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）
が
以
前
公
開
し
た
「
２

０
１
５
年
度
死
亡
質
量
指

数
」に
よ
る
と
、
ヵ
国
中
、

中
国
は

位
と
下
位
だ
っ

た
。

　
昨
年
、
筆
者
が
企
画
・
主

催
し
た
日
中
介
護
の
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
中
国

側
の
専
門
家
が
、
「
約
８
割

の
高
齢
者
が
亡
く
な
る
前

に
、
家
族
か
ら
病
状
や
死
後

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
せ
ず

に
、
何
も
準
備
が
な
い
ま
ま

死
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
高

齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
が
ん

や
難
病
患
者
も
ま
わ
り
か
ら

は
〝
善
意
の
ウ
ソ
〟
で
病
状

や
余
命
に
つ
い
て
、
告
げ
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
約


％
の
高
齢
者
が
心
身
と
も
に

苦
痛
を
抱
え
た
ま
ま
最
期
を

迎
え
る
」
と
話
し
て
い
た
。

　
中
国
の
都
会
で
は
、
死
亡

者
の
８
～
９
割
が
病
院
で
亡

く
な
っ
て
い
る
。
専
門
家
は

「
中
国
の
終
末
期
医
療
の
ほ

と
ん
ど
は
、
延
命
治
療
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

『
緩
和
ケ
ア
』
と
は
言
い
難

く
、
家
族
と
お
別
れ
を
す
る

過
程
も
な
い
」
と
話
す
。
　

　
多
く
の
人
が
理
屈
で
分
か

っ
て
い
て
も
、
い
ざ
自
分
の

身
と
な
れ
ば
、
延
命
治
療
を

行
わ
な
い
、
す
な
わ
ち
死
を

近
づ
け
る
と
い
う
選
択
を
く

だ
す
こ
と
は
決
し
て
容
易
で

は
な
い
。
も
し
、
医
師
が
患

者
の
苦
痛
な
姿
に
同
情
し
、

治
療
を
放
棄
し
た
場
合
、
民

事
上
の
不
法
行
為
賠
償
請
求

や
行
政
処
分
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
リ
ビ

ン
グ
ウ
ィ
ル
の
法
制
化
は
、

家
族
や
医
師
に
と
っ
て
も
、

患
者
の
選
択
に
安
心
し
て
向

き
合
え
る
よ
う
に
な
る
。
何

よ
り
も
患
者
本
人
に
「
選
択

権
」
を
与
え
ら
れ
る
意
義
が

非
常
に
大
き
い
。
ゆ
え
に
、

「
画
期
的
で
中
国
社
会
の
大

進
歩
だ
」
、
「
ほ
か
の
地
域

で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
中
国
は
高
齢
化
に
よ
り
死

亡
者
数
が
年
々
増
加
。
毎
年

約
１
０
０
０
万
人
が
亡
く
な

っ
て
い
る
が
、

年
後
に
は

こ
れ
が
２
５
０
０
万
人
に
上

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、「
尊
厳
の
あ
る
死
」、

「
人
生
の
最
期
を
ど
う
あ
る

べ
き
か
」
な
ど
の
問
題
が
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
高
い
関
心

を
集
め
て
い
る
。


